
イオン粒子による核融合炉壁アブレーションの流体シミュレーション

目的 レーザー核融合炉内において，核融合反応後に炉壁に照射されるイオン粒子のエネル
ギー付与による炉壁材料のアブレーションをシミュレーションによって評価する．

内容 炉の第一壁を想定し，核融合燃料プラズマから生じるアルファ粒子等のイオン粒子が第
一壁に入射した際の物質へのエネルギー付与から温度上昇を計算する．さらに，温度上
昇に伴う炉壁材料のアブレーション（温度，密度，速度の変化）を１次元流体計算によっ
てシミュレーションした．

結果 炭素材炉壁のアルファ粒子照射（入射エネルギー100keV,
照射強度1.6x1019 W/cm2）によるアブレーションを計算した．
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炉壁表面

粒子（4He）

照射開始後 2 ns 経過

・計算機：SX‐8
・CPU時間：24時間
・メモリ量： 2GB
・ベクトル化率：96%

4 ns 経過 6 ns 経過


